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論文内容の要旨
【目的】肝癌の化学塞栓療法の際.Lipiodo 1 (油性造影剤:ヨード化けし油脂肪酸エステル)を抗癌剤の
担体及び塞栓補助物質として動注しているが，これが忌適な油性製剤であるかどうかの検討はなされてい
ない。そこでより性能の高い肝姥化学塞栓用油性動注製剤の開発を目的として種々の粘調度の非ヨード化
けし油を調整し VX2腫療の肝移植家兎に投与して基礎的研究を行なったω
【方法】非ヨード化けし油と増粘剤を混合しLipiodol(ヨード化けし油〉と比べ低粘調度(以下P-l).等
粘調度 (P-e).高粘調度CP-h)に調整したもの. Li piodolと増粘剤を混合しLipi odo 1と比べ高粘調度
CP-hと等粘栂度〉に調整したもの (Lp-h).及びLipiodolCLp)の5種について各々0.5皿l/bodyをVX2腫
窮肝移植家兎(計63匹〉の肝動脈より投与し.以下の項目について検討した。 1.安全性の検討;動注後経
時的なAST，ALT. T.Bil値の測定と肝組織像の検討を行なった。2.CT像の検討;VX2腫壌を移植した
家兎肝に対し動注直後の単純.造影CTを慢像し{立像の変化について検討したの 3.油性製剤lの分布.停滞量
と腫痕の発育・壊死に関する組織学的検討;動注直後. 2， 7， 14日後に屠殺し睡蕩及び非腫察部の油性
製剤停滞電測定および組織学的検討を行なった。
【結果】1.血液生化学的変動は各油性製剤動注群と対照的(油性製剤動註せず)で有意差はなく，また肝
実質に梗塞等の傷害はなかった。 2.動注後の造影cnこてLp，Lp-h群においてはヨードの存在により高吸収
域となって判断できなかった腫窮濃染がP-l， P-e， P-h群では視認nJ能であった。 3.腫傷内の停滞量
はどの時点、においてもLp-h匂 P-h>Lp与p-e>ト!となり.動作14日後ではその比はLp-h:P-h:Lp:P-e:P-l=
2. 7: 2. 7: 1 : 1 : O.6であった。またいずれの油性製剤も動注14日後には非腫療部から消失していた。特に
粘調度の等し~、Lp-h と P-h. LpとP-eはそれぞれ分布.停滞量に差はなかった。
【結語】 1.いずれの油性製剤も単独では肝に対する傷害は極めて軽微であるω2.非ヨード化けし油はヨー
ドを含有しないのでは柄が低く造影CTで騨.傷のviabi1 i tyが評価でき，治療効果判定が正確に行い得
る。 a油性製剤の選択的腫筋内停滞量は枯樹皮と相関し，高粘楠なものほど多L、。以上より，高粘欄度油
性製剤ijLp-h，P-hはLipiodolよりも腫場選択性が優れており，また非ヨード化油性製剤を用いることに
よりl，ipiodolよりさらに幅広い臨床応用が可能であると考えられたc
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論文審査の結果の要旨
肝癌の化学選栓療法の際.lipiodol (油性造影剤:ヨード化けし・油脂肪酸エチルエステル)を抗癌剤の
担体及び塞栓補助物質として動注しているが，これが最適な油性製剤lであるかどうかの検討はなされてい
ないじそこでより治療効果が高く，画像診断上も有ー附な肝癌化学塞栓用油性動注製剤の開発を目的として，
種々の粘梼度の非ヨード化けし油およびヨード化けし油を調整し.VX2腫震を肝に修植した家兎に投号ー
して基礎的研究を行った。
本研究では非ヨード化けし油と増粘期jを混合しlipiodol(ヨード化けし油)と比べ低粘調度(以下P-l)，
等粘調度(P-e).高粘調度(P-h)に調整したもの， Lipiodol増粘剤を混合しLipiodolと比べ高粕調度(P-h
と等粘調度)に調整したもの (Lp-h)，及びLipiodol(Lp)の5種について各々O.5ml/bodyをVX2腫嬉肝
移植家兎(計60匹)の肝動脈より投与し以下の項目について検討した。
L安全性の検討;動注後経時的なAST.ALT. T. Bi I.値の測定と肝組織像の検討を行った。 2.油性製剤
の分布，停滞量と腫場の発育・壊死に関する組織学的検討;動注直後， 2， 7， 14日後に屠殺し腫揚及び
非腫療部の油性製剤停滞量測定および組織学的検討を行った。 3.CT像の検討;VX2腫療を移植した家兎
肝に対し動注直後の単純，造影C1を撮像し.C1像の変化について検討した。
結果1.血液生化学的変動は各油性製剤動注群と対照群(水溶性ヨード造影剤のみを動誼)で有意差はな
く，また肝実質に梗塞等の傷害はなかった。 2.腫蕩内の停滞量はどの時点、においてもLp-hとP-hが同量
で最も多く，ついで'LpとP-e，そしてP-Iが最少となった。動注14日後ではLp-h及びP-hの停滞量はLp
及びP-eの2.7倍， P-IはLp及びP-cの0.6倍であった。またいずれの油性製剤lも動注14日後には非腫
傷部から消失していた。特に粘調度の等しいLpもとトh.LpとP-eはそれぞれ分布，停滞量に差はなか
った。 a動注後の造影CTにてLp.Lp-h群においてはヨードの存在により高吸収域となって判断できなか
った腫蕩濃染がP-l， P-e， P-h群では視認可能であった。
以上の実験結果から，いずれの油性製剤も単独では肝に対する傷害は極めて軽微であり，高粘欄な油性
製剤lほど選択的腰療内停滞量が多く，より強い壊死効果が得られた。また非ヨード化けし油は停滞部のCT
値が低く造影CTによって瞳療のviabilitYが詳価でき，治療効果判定が正確に行い得た。従って，これ
らの油件ー 製剤はLipiodoJよりさらに高い臨床効果をもたらすと考えられた。
以上の研究成果は肝癌に対する経カテーテル治療の効果向上に寄与する研究であり，博士(医学)の学
位を授与するに値するものと判定された。
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